ちょうさん だいぶ じゅ ほんげ 

朝 散 太夫と は、 支那 唐朝の 制に て 従 五 品 下の 雅称、 

とうめい 

我国に て 従 五位 下の 唐 名と ある。 

太夫と は、 支那 周 代の 朝廷 及 諸侯の、 国の 官吏の 階 

級の 一 、& の 下 、土の 上に 位すと ある。 もっと 委しく、 

ものし リ 

博学ら しく 書きた てると、 支那 唐 代の 官職に 依る 貴族 

めいもく 

の 階級 中、 従 二 品より 従 五 品 下までの 名目だった 語で、 

こうろく 

従 二 品が 光禄 太夫、 正 三 品が 金 紫光禄 太夫、 従 三 品 銀 

せいぎ 

青光禄 太夫、 正 四 品 上が 正議 太夫、 正 四 品 下が 通 儀 太 

夫、 従 四 品 上が 大中 太夫、 同 下が 中 太夫、 正 五 品 上が 

中 散 太夫、 下が 朝議 太夫、 従 五 品 上が 朝 請 太夫、 下が 

朝 散 太夫 ナリ である。 



藤 木 一門に は、 それより もっと 偉い人 物が あつたの 

かも 知れない が、 アンボン タンに は 見上げる ような 高 

さきの 

い 石碑に、 X X 院殿従 五位 下 前 朝 散 太夫なん とかの 

きざ 

なんの なんとかと、 とても 長く 彫み つけて あった 朝 散 

太夫 を 子供心に すっかり 覚え こんで しまったの だった。 

おてら ほと リ 

藤 木 家の 寺院 は、 浅 草菊屋 橋の 畔 にあって、 堂々 とし 

た、 そのく せ 閑雅な、 広い 庫裏 を もち、 藪 を もち、 か 

なり 墓地 も 手広かった。 昔 はもつ と 広大かった ので あ 

ろうと 思わせた の は、 藤 木 氏 一門の どれ も 美事な 見 上 

せいぜん あいだ 

げ るよう な 墓石が、 両側に 五十 余 基 も 正 然と、 間隔 を 

もって 立ちな らんで いたので も わかる。 震災 後の 巿区 



改正で、 いまでは 電車の 走る 区域に なって しまって い 

るか も 知れない。 

「よく あの 墓石 を 売らなかった なご 

ちょく ぜん 

と 誰かい うと、 このお 旗本 は、 杯 口 を 下の 膳の 上に お 

そうしん 

いて、 痩身の 男が、 猫の ように 丸めた 背中 をく ねらし 

みいら つま 

木乃伊み たいに 黒い 長い 顔から、 抓みよ せた 小さな 眼 

を 光らせて、 

「やった さ、 お前さん。」 

まあお 聴きと いった ふうに、 招き猫の 手つき をす る- 

あら うなぎ 

「大 いところ は 目につく から へッ、 鰻 だと 思つ 

こぐ し た ち 

てるんだ ね、 小 串のと ころ を やった のでね。 性質 (石 



の) のい いやつ ばかりお 好みと 来たの さ。 そうさ、 姐 

さんお かわり だ、 ヘイ 宜し ゆうつ てんで、 なんしたん 

だが、 あんまり 大きす ぎた の はいけ ない ね、 眼に たつ 

んで、 客の 方が 二の足で ね、 なにせ、 だいぶお 立派な 

かしこま 

方々 で ございまして、 へッ て、 平伏つ ちま やが るんだ 

から。 あり やい けない ね、 あんまり ゴテ ゴテの 戒名 

なん ぞっけた の は。 子孫へ 不孝って いう もんだ —— な 

にって やが る、 さんざ 香 このように 食つ といて 」 

じちょう 

自嘲して、 お 酒 を また 一 口 のんで、 長い まばらな 

き ば 

黄 歯 を 出して 見せて、 

「いま じゃこの 歯 じ や 喰え もしな いさご 



家の ことで、 藤 木さん は t 処へ くると、 気さくで 皮肉 

で、 小心な 正直 ものだった。 

彼 は 気の 弱さと 小さ さか ら くる 偽悪 家 だ つた。 それ 

しょう ほうとう もの 

は 若い 時 は 仕様のない 放蕩 者で もあった であろうが、 

それ は 時代と 環境の 罪 もあって、 彼ば かりが わるい と 

まつえい 

は 言えない。 へ ドッコ になって しまった 江戸 児の 末裔 

しんらつ かるくち 

は、 誰もが そうで あるよう に、 辛辣な 軽口で 自家 ざん 

ぶ を やる。 自分自身で 自分 をメ チヤ クチャに こきおろ 

して、 どうです といった ふうに 聴 手の 困る の を 痛快が 

る。 みじん 見得 はない ようで、 そのく せ 見得ば りで、 

それが せめても の 自棄した 修飾で ある。 鼻つ ばりの 強 



とま 

ならして 弁当箱 を さげて、 宿り 番に 通って 来て くれた 

のだった。 

藤 木さん はよ く いろんな 話 をして くれた。 御 上洛 

とち 

(将軍 慶喜) のお 供 をした こと や、 京女の こと —— 京女 

の 体つ きまでに せて、 ヘンな 京 言葉 をつ かった。 

「うつる かご 

つ て やが るから、 

「かさ かご 

つ て 聞いたら ね、 

「なに いうて やな ご 

つて 怒り やが つた。 といった 時、 母が ちらと 聞いて、 



太郎の 仲間に なんか はいらね えで、 いやに 賢人ぶ つた 

子供だった よ。 ャィ釜 公、 どうして 遊ばな いんだと 怒 

ほう 

鳴っても だめ。 みんなで 石つ ころ を投 りこんで 逃 出す 

おもて 

んだ、 そり やね、 時には、 外で いじめた こと も ある さ _ 

だけれ ど、 その 時 敗け て 泣いた 奴の 方が あんなに 偉く 

なって、 わしゃ チン コッ きりだ。 わしゃ かなしい ご 

悲しそう に わざとい つ て 唄の ように 唄った。 

そこで アンボン タン は、 武家 は 精け た 白米 を もらう 

のでない という 事 を 知った。 どんな 風に して、 お 来 を 

精け るの かきく と、 薬研で 薬 を 刻む ようにす るの だと 

やくしゅ 

いった。 本 町 辺 は 薬種 問屋の 多い ところな ので、 あた 
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